
（別紙３）

～ 2025年12月20日

（対象者数） 25 （回答者数） 14

～ 2025年12月20日

（対象者数） 11 （回答者数） 11

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・各自の自己研鑽の結果を共有する場を

　引き続き確保していく

2

・定期的に全職員と面談を実施

・意見を述べやすい環境作りを

　引き続きおこなっていく

3

・職員数を維持し、定員数の現状維持を目指す

・通常の療育の中に新しいエッセンスを

　加えていく

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・親子で参加できるイベントの企画

・安全に移動できる場所の選定

・移動手段の検討

・利用時間延長の必要性を検討

2

・安価で利用できる駐車場の確保

・提携駐車場の契約

・公共交通機関利用の促し

3

・清潔を保ち、工夫できる範囲で

　使いやすいトイレ空間を目指す

・補助台等を準備し、幼児でも使用しやすく工夫する

・保護者に教室に備えてある補助具の周知を行う

○事業所名 わくわくクラブ（本厚木校）・児童発達支援

○保護者評価実施期間 2025年11月4日

○保護者評価有効回答数

2025年11月4日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年1月30日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

・幼児用の便座や便器、洗面台が設置されていない ・ビルの設備が就学未満時を想定したものではない

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・外出イベントがない
・予定している利用時間の中での実施が難しい

・事業所内での活動で充分と考えている

・駐車スペースがない

・送迎がない

・事業所の場所や契約状況により

　駐車スペースを確保することが難しい

・開所当時から送迎がない事業所として運営してきた

・専門的知識や経験が豊富な職員が充実している

・スタッフ全員が外部の研修に積極的に参加

・教室内での定期的な勉強会開催

・情報ツールを活用して各自が専門性を高めている

・職員が安定している

・働く環境の整備

・心理的安全性の確保

・意見を交換し合える時間の設定

・受け入れ定員数の多さ ・職員数を増やし、人員を厚くしている

事業所における自己評価総括表公表


